
 上田市教育委員会１２月定例会会議録 

 

 

１ 日 時 

令和３年１２月２２日（木） 午後３時００分から午後３時２０分まで 

 

２ 場 所 

上田駅前ビルパレオ５階  第１会議室 

 

３ 出席者 

○ 委  員 

 

教 育 長       峯 村 秀 則 

教育長職務代理者     北 沢  秀 雄  

委   員       綿 谷 憲 一 

委   員       森田 小百合 

委   員       大久保 恵子 

 

○  説 明 員  

 

小野沢教育次長、児玉教育参事、山賀教育総務課長、翠川教育施設整備室長、緑川学校教育

課長、竜野生涯学習・文化財課長、西嶋人権同和教育政策幹、櫻井スポーツ推進課長、小林

丸子地域教育事務所長、松木真田地域教育事務所長、樋口武石地域教育事務所長、小泉中央

公民館長、小坂第一学校給食センター所長、滝沢城南公民館長、浅野上田図書館長 
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１ あいさつ   

  今日は２４節季の冬至である。今年もあと１０日前後で年末になるが、寒さが厳しくて大変

な年末になりそうである。冬至のことを別名「一陽来復」といわれるが、今まで悪いことがし

ばらく続いたんだけれども、一陽来復、冬至の日に、幸運に向けて動き出す。かつては、冬至

をもとにして、その次の日から新年が始まるというような、中国ではかつてそのような様子で

あった。今日が、いちばん日が短いわけだが、明日からは少しずつ長くなる。コロナウイルス

の心配はあるが、希望をもって前へ進みたいと思っている。 

 

２ 協議事項 

 (１)上田市立小・中学校職員服務規程の改正について（教育総務課） 

○資料１により山賀教育総務課長説明（要旨） 

 １ 改正理由 

まず、こちらの規定の一部改正の理由だが、令和２年１２月１５日及び令和３年５月２０

日に長野県立学校職員の服務規程の一部が改正されたことに伴い、同様の措置を上田市立小

中学校の職員の服務規定を改正して講ずるものである。 

２ 主な改正内容 

（１）こちらについては趣旨とすると、職員の妊娠出産等のことと仕事の両立支援というよ

うな制度で、まず１つ目に不妊治療休暇というものが新しく制度として加わった。内容につ

いては、不妊治療を要する医師の診断に基づく治療行為を受けるときに、記載の内容に休暇

が取得できるものである。２つ目が子育て部分休暇である。これは制度の拡充ということで、

現在小学校入学までのところを小学校３年生までのお子さんを育てる場合に、仕事の始まり、

あるいは終わりにおいて１日を通じて２時間まで休暇が取得できる。こういった制度が認め

られるようになる。 

（２）については、パートタイムの会計年度任用職員の営利企業への従事をする場合の手続

きの明文化である。校長先生に届出書を出して、教育委員会に提出しなければならない旨の

記載が加わる。 

（３）会計年度任用職員に対する服務の宣誓、こちらについても、手続きを明文化したもの

である。会計年度任用職員に勤務する最初のときに服務の宣誓というものを書面で行うが、

任期の末日で、または次の年度に再任用される場合には、一度行った宣誓が次の年も有効で

すよということで、あらためて出さなくてもよいというようなそのようなことを明文化して

新しく盛り込むものである。 

（４）その他若干の語句の改正をこの時期にあわせて行い、期日としては令和４年１月１日

から施行したい。こういった規程の改正を行ってまいりたいと考えている。 

  

峯村教育長 

  子育て部分休暇のことだが、イ子育て部分休暇（イ）の内容のことだが、勤務時間の始め又

は終わりと記載があり、両方取得はできないがどちらか片方ということで取得可能になる。服

務規程の一部改正について、ご意見ご質問がある方はお出しいただきたい。 

 

大久保委員 

  学校の先生はご自身のお子さんの運動会には行けない等、独特の不便さはほかの職業と比べ

てあると思う。なので、そういったところをフォローできるような改正が行われるのであれば

それはとても良いと思う。 
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峯村教育長 

ほかにはよろしいか。 

 

○全員了承 

 

３ 報告事項 

 峯村教育長 

   報告事項（１）から（５）までは竜野課長から一括して説明していただきたい。 

 

 （１）全国山城サミット上田・坂城大会＋東御アフター大会の開催について 

○資料２により竜野生涯学習・文化財課長説明（要旨） 

  資料２をお願いしたい。こちらは昨年、講演会シンポジウムのオンライン、山城サミットガ

イドツアーを３回と限定して行った。アフター大会として資料記載の日程で行われ、今回は東

御市にも入っていただき開催をした。上田市としては今後も山城保存会等の皆さんの活動の支

援をしてまいりたいというように考えている。 

 

（２）信州上田ふるさと先人館開館一周年記念及び文化 de文化祭 in信州ふるさと先人館の開催 

について 

○資料３により竜野生涯学習・文化財課長説明（要旨） 

  ふるさと先人館は開館をして１周年を迎えた。１１月２０日(日)に毎年行っている文化財 de

文化祭を１周年記念行事ということで、当館で開催した。上田市出身の音楽家で活動をいただ

いた兎束武雄先生を顕彰するために、先生が作られた「からたち合唱団」や、またお孫さんで

ある声楽家の兎束康雄氏ご夫妻をお招きして声楽コンサートを行った。当日は、教育会館の２

階の会場で、良い雰囲気の中で温かいコンサートができ、６０名あまりの方にご参加いただい

た。 

 

（３）令和３年度青少年善行表彰及び「家庭の日」の作文審査結果報告について 

○資料４により竜野生涯学習・文化財課長説明（要旨） 

  青少年の善行表彰については、毎年度、子どもの善い行いを地域の方々から募って、多くの

方に知ってもらいたいということで上田市から表彰しているものである。本年度は、長島子ど

も会とぱんとりーソメヤＰＪの２つの団体に表彰させていただいた。また、資料の裏面には「家

庭の日」の作文について、表彰させていただいている。本年度は６１５点とたくさんの作品を

応募いただいて審査を行い、当日あわせて表彰を行った。 

 

（４）上田千曲高校学校ボランティア班「未来をつくる若者・オブ・ザ・イヤー」内閣府特命担

当大臣表彰について 

○資料４－１より竜野生涯学習・文化財課長説明（要旨） 

  この表彰制度については、資料記載のとおりである。表彰については、１１月２５日（木）

東京の中央合同庁舎において、内閣府合同で地方創生少子化担当大臣の野田大臣から直接表彰

状が授与された。千曲高校の取組内容は主に４点あり、カンボジアへ井戸の設置活動、平和学

習、地域福祉学習、地域行事への参加、美化活動等である。特に、カンボジアへの井戸の設置

については、平成９年からほぼ毎年行われており、井戸１基設置にかかる約１０万円のお金を
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学生たちが文化祭のバザー等で集め、このお金をもってカンボジアへ設置をしてくるというこ

とで、これまでに２４基の井戸の設置をした。また、１月１２日には、知事のところへ表敬訪

問と聞いている。その後、上田市役所のところに１月２５日頃表敬訪問の予定である。 

 

（５）第５０回うえだこどもまつり結果報告について（中央公民館）【説明あり】 

○資料５により小泉中央公民館長説明（要旨） 

  毎年５月５日に実行委員会で、主に上田城跡公園一帯で行われているこどもまつりだが、今

年は新型コロナウィルス感染症拡大のために延期、そして規模を縮小し、会場をマルチメディ

ア情報センターに移して開催した。５０年という長い歴史の中で行われてきた実行委員会であ

る。来年の開催に向けて動き始めていると聞いている。 

 

峯村教育長 

  （１）から（５）まで一括して報告いただいた。委員の皆さまからご質問ご意見等があれば

お出しいただきたい。 

 

森田委員 

  ふるさと先人館の１周年ということだが１年間の来場者数は。 

 

竜野生涯学習・文化財課長 

  令和２年度全体では４８４名だった。また、今年度、４月から１１月では２１３名であった。

コロナの関係でなかなか情報発信ができていないが、それなりにお越しいただいているという

状況である。 

 

大久保委員 

  ふるさと先人館のことだが、今年は声楽の発表の場がとても少なかったことで、今年はこの

ようなイベントができたことはとてもすばらしいことだと思った。国際音楽村で開催された信

州ルネッサンスで、コンサートに出演されていたカウンターテナーの彌勒忠史さんが、コロナ

禍以降、非常に歌う場が少ないとおっしゃっていた。そんななか、今回ふるさと先人館で声楽

のイベントが開催されたことは、非常に良かったと思う。 

 

綿谷委員 

  上田千曲高校の内閣府特命担当大臣表彰はすばらしいことだと思う。上田の地域からこのよ

うな考えをもって教育が進んでいくと良いアピールになると思う。上田市として何か考えてい

ることはあるか。 

 

竜野生涯学習文化財課長 

  この後、市長表敬があるのでそこで受け止めさせていただいて、平成９年から地道に行って

きて、あまり宣伝されていなかった。社会教育指導員である太田指導員がたまたま補導員の宮

下会長が関わっているとのことで、そこで知ることになった。ほとんどＰＲせずに地道に行っ

てきたということでとてもすばらしいことだと思う。できることは今後も検討させていただき

たいと思う。 

 

北沢委員 



4 

  地道に活動されてきた上田千曲高校の活動は大変すばらしいことであり、もっと光が当たっ

ても良いのでは。上田市としてもメディアに取り上げてもらうよう、もっと働きかけていただ

きたい。新聞やテレビ、上田市の広報等も含めてもっと紹介していければ良いと思う。地道に

行ってきたからこその、本当にすばらしい内容なのでお願いしたい。 

 

峯村教育長 

  ほかにはいかがか。 

  よろしいか。 

 

○全員了承 

 

（６）「第６１回短詩型文学祭」の実績報告について 

○資料６ 

 

（７）「第３６回みんなの人権セミナー」の開催について 

○資料７ 

 

（８）平山優氏講演会「武田時代の真田正幸」について 

○資料８ 

 

（９）スポーツ関係市長表敬訪問訪問者報告について 

○資料９ 

 

（１０）寄付の状況 

○資料１０ 

 

（１１）行事共催等申請状況について 

【説明なし】 

○資料１１ 

 

（１２）子ども情報誌「YAっ HO-!」７１号 

○資料１２ 

 

（１３）公民館だより 

○資料１３ 

 

峯村教育長 

  それでは、報告事項（６）から（１３）までは説明はない。ご意見ご質問があればお出しい

ただきたい。 

  よろしいか。 

  それでは、報告事項全てを終わりにする。 

 

○全員了承 
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 ４ その他 

 

峯村教育長 

  そのほか、事務局から何か連絡等があればお願いしたい。 

よろしいか。 

それでは、以上で本日１２月の定例会を終了にする。 

 

○全員了承 

 

閉  会 
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